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澁谷憲悟
　（１）日精の謗法について貴殿の認識を問う
一、今なぜ貴殿は、問題のある日精をわざわざ学会批判の根拠として取り上げた
のか。この点に関して、昨今、宗内で取り沙汰されている貴殿の「除歴」問題と
重なりあっての発言であるという見方があるが、どうか。
　法主であり続けることが生き恥をさらし続ける地獄の責め苦となっている貴殿
にとって、その次に訪れる永劫の責め苦は「除歴」問題、すなわち歴代法主から
永久に取り除かれることであろう。
　貴殿の除歴を求める声が、宗内に根強くあることを存知か。例えば、平成四年
の教師講習会の折、貴殿の盟友・河辺慈篤が周囲の僧に対して、「アレ（＝貴殿
のこと）は除歴しなきゃならん。六十七世はいないんだ！」と発言したと聞く
が、貴殿はこの事実を承知しているか。
　また、今も貴殿に怨嗟する宗内僧侶の間で除歴の声が広がっていることについ
て、どのように思っているのか。




澁谷憲悟
一、また、貴殿の除歴を求める声の根には、貴殿の法主詐称問題がある。これに
ついて貴殿自身からの弁明は何一つないが、後世、詐称の事実が宗内にあって確
定された場合は、偽って登座した法主が除歴されることは至極当然であると思わ
れる。そのような日蓮正宗における除歴の可能性について貴殿はどのように考え
ているのか。
　その意味で、日精よりも貴殿の方がはるかに除歴に近いと考えるが、どうか。


